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Abstract
The purpose of this study is to consider the symbiosis of humans and wildlife in 
Ohkunoshima in Hiroshima Prefecture. Currently, Ohkunoshima Island is famous as a tourist 
destination where you can interact with rabbits. However, sightseeing that can bring one into 
contact with animals in various places has become an issue, such as an increase in the 
number of wildlife inhabitants and the manners of tourists feeding the animals. Therefore, 
this study considers whether the coexistence of humans and wildlife in Ohkunoshima, a 






























































































































































































































































































巣穴数 35.0ヶ 23.3ヶ 17.5ヶ 14.0ヶ
生息
可能数




















































































































































ナ ウ サ ギ，ノ ウ サ ギ，〈http://www.aruhi-
sapporo.jp/?p=961〉，2017年８月５日参照．
11）「うさぎと暮らす」編集部（2009）：うさぎと一
生暮らす本―お迎えから介護まで…，マガジン
ランド．
小し，生活しにくい環境になってしまう可能性
もある。ウサギを保護するという視点，自然環
境を維持するという視点から何らかの対処が必
要とされる日は遠くないものと考える。
Ⅵ　おわりに
　現段階では大久野島における動物と人間の共
生について決定的な解決策を論じることは難し
い。しかし，大久野島のウサギが注目されてい
る今だからこそ，大久野島が国立公園であり，
自然環境が維持，保全されるべき場所だと改め
て周知することができると捉えることが可能で
はないだろうか。大久野島が国立公園であると
いう認識を広げるとともに，大久野島のウサギ
を可愛らしいペットのような存在としてだけで
はなく，自然環境維持の視点から観光客に紹介
するべきだと考える。それによりウサギとの関
わり方にも変化がみられれば，大久野島の動物
と人間の共生の在り方がより明確にみえてくる
のではないか。近い将来，そのかたちがみえて
くることを望むところである。
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